
新得町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

（１）目標
４月～１１月（積雪のない期間） ・新得市街地→１３．４人/日 ・屈足地区→８．２人/日
１２月～３月（積雪のある期間） ・新得市街地→１８．４人/日 ・屈足地区→８．５人/日

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

平成２９年１月１６日 協議会を開催
・地域内フィーダー系統確保維持計画の事業評価について
平成２９年４月２４日 協議会を開催（書面会議）
・地域内フィーダー系統確保維持計画の一部変更について
平成２９年８月２３日 協議会を開催
・地域内フィーダー系統確保維持計画について
平成３０年１月１９日 協議会を開催
・地域内フィーダー系統確保維持計画の事業評価について

平成２９年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

新得町は、北海道の重心に位置しており、面積１０６３．８３ｋ㎡、人口は平成２９年１２月末現在で６，
２９１人の町である。
本町の幹線の交通については、一定の公共サービスが充足しているものと考えられていたが、幹
線へつなげるフィーダー交通がないため、住宅地と幹線交通の駅や停留所に距離があり、公共交通
が利用しにくい状況となっていた。
現在、コミュニティバス「そばくる」の運行により、有料にも関わらず、多くの方に利用いただいており、
住民の移動手段としての公共交通の必要性が十分に確認されているところである。
住民に将来にわたって住み続けたいと思われる町を実現するため、また、今後のさらなる高齢化に
向けた対策として、JRや既存路線バスの地域間幹線系統と接続したフィーダー交通（コミュニティバ
ス）の確保維持が不可欠となっている。

新得市街地線 1日5便
（JR新得駅前～新得公民館前～JR新得駅前）
屈足地区線 １日３便
（JR新得駅前～屈足総合会館前～JR新得駅前）

地域公共交通の現況

・ＪＲ石勝線（新得駅）
・JR根室本線（新得駅）
・北海道拓殖バス（株）（町内１路線）
・スクールバス（５路線）



平成２９年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・町内イベント（うまいもん温かフェア・花火大会）での運行PR
・スポーツ少年団支援として、スポーツ少年団員に対して無料乗車券の配布を実施（新得市街～屈足市街間）
・屈足方面から町営温水プールを利用するために移動が必要な児童に対して無料乗車券の配布を実施
（新得市街～屈足市街間）
・ポケット時刻表の配布

２

２）運行系統

屈足地区線 新得市街地線



３

３）利用実績

４）収入実績

658 654
765

666 691
765

722 790
806 781 770 801

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成２９年度月別利用人数
人数（人）

723 611
794

663 683
700 670 614

826 698
650

503

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成２８年度月別利用人数
人数（人）

47,750 
48,200 

60,950 

45,950 

56,650 
66,800 

56,100 
57,550 

58,850 
61,650 

34,250 

59,700 

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成２９年度月別収入金額（円）

53,500 
49,000 

68,650 

56,750 
59,550 

75,100 
72,000 

65,050 

84,100 
73,700 

65,500 

46,750 

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成２８年度月別収入
金額（円）



６）目標・効果達成状況

乗車人数については、利用の実態を踏まえた目標値とすることに
よって、目標乗車人数２１．６人/便（４月～１１月）に対し３０．２人、２
６．９人/便（１２月～３月）に対し３０．１人と目標を達成することができ
た。

○詳細
４月～１１月（積雪のない期間）
新得市街地→１３．４人/日に対して、１７．４人/日
屈足地区→８．２人/日に対して、１２．８人/日
１２月～３月（積雪のある期間）
新得市街地→１８．４人/日に対して、１９．１人/日
屈足地区→８．５人/日に対して、１０．９人/日

４

７）事業の今後の改善点

バスの周知・PRの継続や、町民の意見を反映した路線の
再検討などによって、より身近なフィーダー交通として維持し
ていく。

（平成30年度分と併せて評価）

計画通り、事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


